『元亨釈書』に関する一考察 ： 平安期往生伝から鎌倉期高僧伝への展開 by 石塚, 薫
『元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
考
察
-
平
安
期
往
生
伝
か
ら
鎌
倉
期
高
僧
伝
へ
の
展
開
i
石
塚
薫
-
〔抄
録
〕
本
研
究
は
、
虎
関
師
錬
撰
『元
亨
釈
書
』
願
雑
科
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。祖
師
・
教
団
研
究
が
多
い
中
、
仏
教
史
上
、
周
縁
部
に
属
す
る
願
雑
科
収
録
の
各
伝
の
研
究
は
、
従
来
、
低
迷
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
願
雑
科
の
出
典
関
係
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『元
亨
釈
書
』
は
、
平
安
期
往
生
伝
類
を
、
か
な
り
の
高
比
率
で
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
平
安
期
往
生
伝
類
の
参
照
・
引
用
の
実
態
を
精
査
す
る
こ
と
を
通
し
、
時
間
的
縦
軸
と
し
て
平
安
期
往
生
伝
類
か
ら
鎌
倉
後
期
高
僧
伝
へ
の
展
開
と
そ
の
意
味
を
精
神
史
上
か
ら
考
察
し
た
。
ま
た
、
空
間
的
横
軸
と
し
て
鎌
倉
期
の
信
仰
志
向
の
変
貌
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
『元
亨
釈
書
』
の
事
蹟
特
化
傾
向
、
仏
教
的
理
想
化
傾
向
、
虎
関
の
出
家
・
往
生
観
な
ど
に
つ
い
て
、
平
安
期
往
生
伝
類
か
ら
鎌
倉
期
高
僧
伝
へ
、
と
い
う
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
展
開
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
宗
派
を
超
え
、
法
然
浄
土
教
の
「平
生
念
仏
」
に
も
通
ず
る
、
来
世
志
向
か
ら
現
世
志
向
へ
の
変
貌
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
仏
教
的
理
想
化
傾
向
、
虎
関
の
出
家
・
往
生
観
、
来
世
志
向
か
ら
現
世
志
向
へ
は
し
が
き
小
論
は
、
平
安
期
往
生
伝
類
か
ら
鎌
倉
期
高
僧
伝
へ
の
展
開
を
時
間
軸
と
し
、
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
特
徴
を
空
間
軸
と
し
て
、
虎
関
師
錬
撰
『元
亨
釈
書
』
(以
下
、
『釈
書
』
と
略
称
す
る
)
を
素
材
と
し
、
従
来
は
周
縁
部
に
位
置
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
づ
け
ら
れ
て
い
る
人
々
の
伝
に
注
目
し
た
一
考
察
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
平
安
期
ま
で
の
日
本
仏
教
界
は
受
容
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
期
に
は
文
献
を
受
容
し
消
化
し
て
ゆ
く
時
期
を
経
て
、
再
び
大
陸
仏
教
志
向
が
見
ら
れ
る
時
期
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
鎌
倉
期
は
、
日
本
仏
教
界
に
お
い
て
、
大
陸
仏
教
を
消
化
し
た
上
で
、
自
己
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
動
向
が
現
れ
た
時
期
だ
が
、
『元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
考
察
(石
塚
薫
)
こ
の
時
期
の
仏
教
史
的
著
作
と
し
て
は
『釈
書
』
が
最
も
大
部
、
か
つ
系
統
だ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
願
雑
科
の
、
非
高
僧
伝
に
あ
た
る
、
王
臣
・
士
庶
・
尼
女
の
各
篇
が
参
照
し
た
原
史
料
に
つ
い
て
、
筆
者
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
部
分
を
、
平
安
期
往
生
伝
類
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
(
　
)
ま
た
、
池
見
澄
隆
は
、
石
上
善
應
編
著
『仏
教
の
歩
ん
だ
道
H
』
第
四
章
「救
済
か
ら
葬
送
へ
」
の
中
で
「往
生
者
の
伝
記
を
集
め
た
往
生
伝
は
、
平
安
後
期
に
続
々
と
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
一
、
二
の
例
外
を
除
い
て
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
江
戸
時
代
に
至
る
と
、
ふ
た
た
び
活
(
2
)
発
に
撰
述
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
「平
安
後
期
と
江
戸
期
に
二
つ
の
山
を
な
し
、
中
間
の
鎌
倉
・
室
町
期
に
は
空
白
を
見
せ
て
い
る
往
生
伝
編
纂
史
は
、
(
m
　
信
仰
の
歩
み
の
う
え
で
な
に
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
問
題
提
起
し
、
同
書
(
4
)
第
六
章
で
「来
迎
よ
り
も
正
念
に
関
す
る
叙
述
の
多
さ
で
あ
る
」
と
そ
の
特
徴
を
述
べ
、
さ
ら
に
「
死
に
ざ
ま
の
な
か
で
最
も
印
象
的
な
の
は
、
『笑
み
を
ふ
く
ん
(
5
)
で
終
わ
り
を
と
げ
た
』
と
い
う
表
現
が
常
套
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
」
を
指
摘
し
、
そ
の
一
因
と
し
て
「人
々
は
現
世
の
う
ち
に
平
等
な
救
済
を
熱
望
し
た
の
で
(
6
)
は
な
か
っ
た
か
。」
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
空
白
期
と
い
う
点
に
着
目
し
た
研
究
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
な
い
。
こ
の
点
で
、
鎌
倉
期
の
『釈
書
』
願
雑
科
は
、
平
安
期
往
生
伝
類
と
近
世
往
生
伝
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
か
つ
、
ほ
と
ん
ど
が
非
高
僧
の
伝
な
の
で
、
平
安
期
往
生
伝
類
と
対
比
す
る
こ
と
で
、
そ
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
往
生
伝
の
空
白
期
と
言
わ
れ
る
鎌
倉
・
室
町
期
の
高
僧
伝
に
、
平
安
期
往
生
伝
類
の
余
韻
と
、
近
世
往
生
伝
の
予
兆
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
が
小
論
の
時
間
的
縦
軸
二
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
期
の
、
宗
派
を
超
え
た
仏
教
的
特
徴
の
一
端
を
明
確
化
す
る
試
み
が
、
小
論
の
空
間
的
横
軸
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
虎
関
師
錬
及
び
『釈
書
』
の
先
行
研
究
を
管
見
す
る
に
、
概
ね
三
種
に
分
類
で
き
る
。
(
7
)
第
一
は
、
『釈
書
』
と
そ
の
内
容
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
の
分
野
が
拙
論
に
も
っ
と
も
関
連
が
深
い
。
こ
の
範
躊
に
は
、
女
性
と
仏
教
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
(
　
)
『釈
書
』
を
素
材
と
し
て
述
べ
た
も
の
も
あ
る
。
(
9
)
第
二
は
、
『釈
書
』
の
各
説
話
の
原
史
料
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
第
三
に
、
そ
の
他
の
研
究
、
特
に
虎
関
の
文
学
的
な
基
盤
や
思
想
に
つ
い
て
の
(°
)
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
論
文
等
に
は
、
単
独
ま
た
は
比
較
を
含
む
高
僧
と
し
て
の
虎
関
の
思
想
の
研
究
や
、
『釈
書
』
と
特
定
の
原
史
料
と
の
本
文
比
較
の
み
で
、
そ
の
原
史
料
か
ら
『釈
書
』
へ
の
展
開
、
及
び
そ
の
意
味
、
ま
た
後
世
に
つ
な
が
る
要
素
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な
お
、
小
論
の
資
料
編
と
し
て
作
成
し
た
「願
雑
科
四
篇
」
に
つ
い
て
の
注
釈
(　
)
も
、
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
第
[
章
願
雑
科
の
原
史
料
、
と
く
に
平
安
期
往
生
伝
類
の
割
合
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う
に
、
筆
者
が
願
雑
科
の
非
高
僧
伝
で
あ
る
「王
臣
」
、
「士
庶
」
、
「尼
女
」
の
各
篇
に
つ
い
て
、
そ
の
原
史
料
の
割
合
を
精
査
す
る
と
、
平
安
往
生
伝
類
を
か
な
り
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
原
史
料
と
は
、
虎
関
が
直
接
、
引
用
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
用
語
・
内
容
な
ど
の
面
か
ら
、
重
要
な
先
行
文
献
と
し
て
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
群
を
さ
す
。
ま
た
、
原
史
料
と
し
て
平
安
期
往
生
伝
類
以
外
も
考
え
ら
れ
る
が
、
原
史
料
・
現
代
語
訳
・
語
釈
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
注
(1
)
に
述
べ
た
資
料
編
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
12
)
さ
て
、
こ
れ
ら
の
原
史
料
の
割
合
を
見
る
と
、
「王
臣
篇
」
に
つ
い
て
は
、
『日
本
極
楽
往
生
記
』
が
七
%
強
、
『拾
遺
往
生
伝
』
が
二
二
%
強
、
『後
拾
遺
往
生
伝
』
が
一
五
%
弱
、
『本
朝
新
修
往
生
伝
』
が
一
一
%
強
、
『法
華
験
記
』
が
一
九
%
弱
と
な
り
、
『法
華
験
記
』
を
合
わ
せ
た
往
生
伝
類
の
、
「王
臣
篇
」
に
占
め
る
割
合
は
、
六
三
%
弱
に
の
ぼ
る
。
「士
庶
篇
」
に
つ
い
て
は
、
『拾
遺
往
生
伝
』
が
二
〇
%
、
『後
拾
遺
往
生
伝
』
が
=
二
%
強
、
『三
外
往
生
伝
』
が
二
〇
%
、
『本
朝
新
修
往
生
伝
』
が
一
一
%
強
、
『法
華
験
記
』
が
四
〇
%
と
な
る
。
・
『法
華
験
記
』
を
合
わ
せ
た
往
生
伝
類
の
「士
庶
篇
」
に
占
め
る
割
合
は
、
八
七
%
弱
に
の
ぼ
る
。
「尼
女
篇
」
に
つ
い
て
は
、
『拾
遺
往
生
伝
』
が
二
〇
%
、
『後
拾
遺
往
生
伝
』
が
七
%
弱
、
『
三
外
往
生
伝
』
が
二
〇
%
、
『法
華
験
記
』
が
二
七
%
弱
で
、
『本
朝
神
仙
伝
』
が
七
%
弱
と
な
る
。
『法
華
験
記
』
を
合
わ
せ
た
往
生
伝
類
の
「尼
女
篇
」
に
占
め
る
割
合
は
、
五
三
%
強
に
の
ぼ
る
。
ま
た
『続
本
朝
往
生
伝
』
は
、
こ
の
三
篇
に
限
っ
て
、
全
く
参
照
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
上
の
精
査
を
利
用
し
、
以
下
、
『釈
書
』
願
雑
科
伝
録
の
各
伝
と
、
原
史
料
を
比
較
し
つ
つ
、
前
述
の
、
展
開
、
す
な
わ
ち
時
間
的
縦
軸
と
、
鎌
倉
期
の
宗
派
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
を
超
え
た
仏
教
的
特
徴
を
、
精
神
史
的
に
考
察
す
る
。
第
二
章
事
蹟
特
化
傾
向
『釈
書
』
に
は
、
在
俗
中
の
官
職
や
官
に
お
け
る
事
蹟
を
簡
略
化
す
る
傾
向
と
、
そ
の
伝
を
借
り
て
読
者
層
に
伝
え
た
い
事
蹟
が
あ
る
場
合
、
そ
の
事
蹟
と
関
係
が
薄
い
仏
道
に
関
す
る
事
蹟
が
原
史
料
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
省
略
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
点
を
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
を
、
「事
蹟
特
化
傾
向
」
と
称
す
る
。
特
に
王
臣
・
士
庶
な
ど
は
、
官
・
民
と
し
て
の
履
歴
・
事
蹟
が
つ
き
ま
と
う
。
し
(
　
)
か
し
、
虎
関
は
こ
れ
ら
の
詳
述
を
、
あ
ま
り
重
視
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
伝
録
の
目
的
を
し
ぼ
っ
た
た
め
、
そ
の
目
的
に
直
接
関
係
な
い
と
虎
関
が
判
断
し
た
事
蹟
を
、
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
〈和
気
真
綱
伝
〉
の
原
史
料
と
思
わ
れ
る
『拾
遺
往
生
伝
』
と
比
較
し
、
こ
の
点
を
証
明
し
た
い
。
傍
線
部
は
、
『釈
書
』
に
お
い
て
省
略
、
ま
た
は
表
現
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
な
お
、
紙
幅
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
典
型
と
考
え
ら
れ
る
例
に
し
ぼ
っ
た
こ
と
を
了
承
さ
れ
た
い
。
『拾
遺
往
生
伝
』
〈和
気
真
綱
伝
〉
参
議
右
大
弁
従
四
位
上
兼
行
美
作
守
和
気
真
綱
者
、
民
部
卿
従
三
位
清
麿
第
五
子
也
。
稟
性
敦
厚
、
忠
孝
兼
資
。
少
遊
大
学
、
頗
読
群
書
。
弱
冠
之
初
、
補
文
章
生
。
延
暦
廿
二
年
、
始
仕
内
舎
人
。
爾
来
三
代
、
経
歴
内
外
慥
、
惣
廿
余
員
。
加
之
以
道
心
有
素
仏
乗
、
仏
乗
是
帰
、
天
台
真
言
両
宗
之
建
立
、
是
三
『元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
考
察
(石
塚
薫
)
真
綱
及
兄
但
馬
守
広
世
両
人
之
力
也
。
于
時
承
和
十
三
年
、
法
隆
寺
善
告
少
納
言
登
美
真
人
直
名
所
犯
之
罪
。
官
欲
任
理
聴
其
訴
訟
。
而
同
僚
中
有
引
直
名
者
。
翻
以
傍
官
誣
、
更
許
容
違
法
之
訴
。
所
謂
私
曲
相
須
之
論
、
是
也
。
明
法
博
士
有
所
畏
避
、
不
曾
正
言
。
箕
星
畢
星
、
所
好
各
異
。
公
罪
其
論
不
同
。
其
間
子
細
在
別
記
矣
。
於
是
真
綱
自
謂
、
塵
起
之
路
、
行
人
掩
目
、
任
判
之
場
、
孤
有
何
益
。
不
如
去
職
遁
名
。
即
抛
棘
路
、
長
閉
山
門
、
偏
厭
南
浮
、
只
慕
西
土
。
春
秋
六
十
四
、
無
病
而
卒
。
時
入
皆
日
、
是
往
生
也
。
『釈
書
』
〈和
気
真
綱
伝
〉
大
中
大
夫
尚
書
和
真
綱
者
、
戸
部
尚
書
清
之
第
五
子
也
。
性
敦
厚
忠
孝
、
少
游
大
学
、
頗
読
群
書
。
与
兄
広
世
帰
仏
乗
、
好
聴
講
論
。
承
和
十
三
年
謝
事
隠
屏
、
専
勤
浄
業
。
年
六
十
四
、
無
病
而
薨
。
こ
の
よ
う
に
、
原
史
料
で
あ
る
『拾
遺
往
生
伝
』
で
は
、
真
綱
の
官
歴
や
、
辞
(
14
)
職
の
動
機
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
『釈
書
』
で
は
ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
。
た
だ
、
兄
の
広
世
と
と
も
に
天
台
・
真
言
両
宗
の
興
隆
に
尽
く
し
た
点
は
、
『釈
書
』
で
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
虎
関
は
強
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
後
に
あ
る
「賛
」
で
、
中
国
の
伝
を
引
き
、
和
気
兄
弟
の
よ
う
な
、
仏
教
的
社
会
事
業
に
尽
く
し
た
人
物
は
中
国
に
も
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
和
気
真
綱
や
、
そ
の
後
の
〈藤
原
良
相
伝
〉
を
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
、
中
国
人
僧
に
も
理
解
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
官
歴
な
ど
を
省
略
・
簡
略
化
す
る
例
は
、
「王
臣
篇
」
で
は
ほ
四
か
に
、
前
に
ふ
れ
た
〈藤
原
良
相
伝
〉
、
〈平
時
範
伝
〉
、
〈源
俊
房
伝
〉
、
〈三
善
為
康
伝
〉
、
〈藤
原
敦
光
伝
〉
、
〈平
実
親
伝
〉
に
も
見
ら
れ
る
。
次
に
「士
庶
篇
」
で
も
、
省
略
・
簡
略
化
に
よ
り
、
事
蹟
の
特
化
が
見
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
こ
の
例
と
し
て
〈沙
弥
薬
延
伝
〉
を
取
り
上
げ
る
。
傍
線
部
は
、
省
略
・
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
部
分
、
波
線
部
は
『釈
書
』
に
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
『法
華
験
記
』
〈沙
弥
薬
延
伝
〉
沙
弥
薬
延
、
美
濃
国
人
也
。
時
無
動
寺
有
一
上
人
、
顕
密
兼
習
、
亦
有
道
心
。
有
事
縁
故
、
下
向
美
乃
。
宿
路
辺
舎
、
見
其
宅
主
。
雖
似
法
師
、
作
法
非
僧
。
頭
髪
二
寸
、
着
俗
衣
服
多
猟
漁
捕
、
瞰
食
完
鳥
。
狼
藉
不
善
、
苑
如
具
縛
。
聖
人
見
此
、
心
生
畏
怖
、
悔
恨
宿
此
焉
。
此
悪
比
丘
夜
半
起
已
、
沐
浴
身
体
、
着
清
浄
衣
、
往
後
園
中
、
入
持
仏
堂
。
最
初
法
華
懺
法
、
次
発
誓
願
誦
法
花
経
、
至
于
天
暁
一
部
誦
訖
。
乃
至
夜
明
及
于
巳
時
、
念
仏
観
行
誠
以
不
退
。
対
聖
人
言
、
沙
弥
薬
延
、
依
罪
業
力
。
雖
行
殺
生
放
逸
、
破
戒
無
慚
、
偏
生
信
力
、
誦
法
華
経
。
以
某
年
月
必
生
極
楽
。
聖
人
有
縁
、
来
宿
此
舎
、
必
可
結
縁
云
々
。
聖
人
雖
聞
沙
弥
之
語
、
不
生
堅
信
。
読
誦
法
華
経
、
雖
是
貴
勤
、
殺
鹿
害
鳥
、
是
深
重
罪
。
何
得
往
生
。
還
無
動
寺
。
(以
下
略
)
『釈
書
』
〈沙
弥
薬
延
伝
〉
沙
弥
薬
延
、
美
州
人
。
家
在
路
傍
。
適
無
動
寺
一
比
丘
遊
方
宿
此
舎
。
見
延
中
夜
沐
浴
浄
衣
、
入
屋
後
斎
室
。
初
修
懺
、
後
誦
法
華
。
至
天
明
終
一
部
。
語
比
丘
日
、
沙
弥
薬
延
在
纏
放
逸
、
而
以
誦
法
華
為
業
。
生
平
勤
修
如
今
夜
、
又
未
有
闕
也
。
某
年
月
必
生
安
養
。
師
適
至
此
不
為
無
縁
。
願
至
期
見
我
所
為
。
比
丘
帰
叡
山
。
雖
承
延
約
不
生
堅
信
、
思
謂
其
人
絆
塵
累
、
豈
如
言
乎
。
(以
下
略
)
〈沙
弥
薬
延
伝
〉
は
『法
華
験
記
』
以
外
に
も
『拾
遺
往
生
伝
』
に
伝
録
さ
れ
て
い
る
が
、
薬
延
の
様
子
を
「
雖
似
法
師
、
作
法
非
僧
。
頭
髪
二
寸
、
着
俗
衣
服
、
田
猟
漁
捕
、
食
完
瞰
鳥
、
狼
藉
不
善
、
宛
如
具
縛
。
」
と
い
う
様
で
、
ま
っ
た
く
の
「破
戒
無
慚
」
な
「悪
比
丘
」
で
あ
っ
た
の
で
、
聖
人
は
「見
此
、
心
生
怖
畏
、
悔
恨
宿
此
焉
。
」
と
い
う
心
境
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。
し
か
し
『釈
書
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
「放
逸
」
の
具
体
的
な
様
は
省
か
れ
て
お
り
、
「放
逸
」
の
一
語
の
み
を
以
っ
て
包
括
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
無
動
寺
の
聖
人
が
「顕
密
兼
修
」
で
「亦
有
道
心
」
で
あ
っ
た
と
い
う
内
容
も
省
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
『釈
書
』
に
は
、
『法
華
験
記
』
に
な
い
内
容
と
し
て
、
薬
延
が
、
法
華
修
行
が
終
わ
っ
た
後
に
「
生
平
勤
修
、
如
今
夜
。
又
未
有
闕
也
。」
と
述
べ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『拾
遺
往
生
伝
』
に
、
薬
延
の
語
と
し
て
「
不
怠
誦
経
念
仏
。
」
と
あ
る
の
を
改
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
伝
で
は
、
薬
延
は
「放
逸
」
で
は
あ
る
が
、
「放
逸
」
の
具
体
的
内
容
は
省
略
さ
れ
、
そ
の
比
重
は
、
平
素
の
比
丘
と
し
て
の
信
仰
生
活
と
、
往
生
譚
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
伝
を
見
て
も
、
虎
関
は
各
伝
で
伝
え
た
い
信
仰
実
態
を
明
確
に
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
省
略
・
簡
略
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
省
略
・
簡
略
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
特
に
「士
庶
篇
」
全
一
五
伝
の
う
ち
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
平
安
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
　ビ
期
往
生
伝
類
を
原
史
料
と
す
る
=
二
伝
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
省
略
・
簡
略
化
し
た
部
分
を
す
べ
て
比
較
対
照
す
る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
紙
幅
の
制
約
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
理
由
を
い
く
つ
か
述
べ
る
に
留
め
る
。
第
一
に
、
日
本
仏
教
通
史
と
い
う
撰
述
目
的
の
た
め
、
当
時
の
日
本
社
会
の
奥
深
い
点
に
ま
で
触
れ
る
必
要
が
な
く
、
従
っ
て
事
蹟
を
特
化
し
た
、
と
い
う
虎
関
の
叙
述
態
度
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
漢
文
で
書
か
れ
た
が
ゆ
え
に
、
外
国
人
僧
が
目
に
す
る
機
会
も
想
定
さ
れ
る
が
、
一
般
に
自
国
を
外
国
人
に
紹
介
す
る
際
、
隠
蔽
し
た
い
恥
部
の
如
き
部
分
は
、
常
に
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
部
分
は
、
理
性
的
に
も
感
情
的
に
も
省
き
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「放
逸
」
な
ど
の
用
語
で
包
括
的
に
象
徴
さ
れ
て
し
ま
う
一
因
で
あ
る
。
第
二
に
、
よ
り
仏
教
的
理
想
態
に
な
る
よ
う
改
編
加
筆
し
た
と
い
う
点
も
、
そ
の
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
第
三
に
、
表
面
的
に
は
来
世
志
向
で
は
あ
る
が
、
現
世
・
平
生
の
生
き
ざ
ま
に
関
心
を
示
し
て
い
る
点
で
、
平
安
期
往
生
伝
類
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
来
世
志
向
か
ら
、
鎌
倉
期
で
は
現
世
志
向
に
比
重
が
移
っ
て
き
た
こ
と
も
き
わ
め
て
重
要
な
一
因
で
あ
る
。
こ
の
現
世
志
向
、
具
体
的
に
は
奇
瑞
の
描
写
に
つ
い
て
、
平
安
期
往
生
伝
類
の
神
秘
的
現
象
描
写
か
ら
、
鎌
倉
期
高
僧
伝
の
現
実
的
・
合
理
的
現
象
描
写
へ
変
貌
し
て
い
る
の
が
、
平
安
期
往
生
伝
類
的
性
格
か
ら
鎌
倉
期
高
僧
伝
的
性
格
へ
の
展
開
の
重
要
要
素
で
あ
る
。
後
者
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
小
論
の
重
要
部
分
な
の
で
、
さ
ら
に
後
述
す
る
。
五
『元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
考
察
(石
塚
薫
)
第
三
章
仏
教
的
理
想
化
傾
向
と
時
代
適
合
化
傾
向
第
一
に
、
『釈
書
』
は
、
仏
教
者
の
行
状
を
、
仏
教
的
理
想
態
に
な
る
よ
う
、
改
編
あ
る
い
は
加
筆
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「仏
教
的
理
想
化
傾
向
」
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
通
常
、
仏
教
的
理
想
態
を
描
い
た
伝
に
お
い
て
、
同
じ
人
物
が
時
を
隔
て
た
複
数
の
伝
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
、
時
間
的
に
後
に
書
か
れ
た
も
の
に
、
脚
色
潤
色
性
が
強
い
こ
と
は
一
般
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
実
際
に
『釈
書
』
の
内
容
と
原
史
料
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
〈源
雅
通
伝
〉
が
あ
る
。
傍
線
部
は
『釈
書
』
で
省
略
ま
た
は
改
編
さ
れ
る
こ
と
で
、
意
識
的
な
副
次
的
効
果
と
し
て
、
他
の
部
分
が
「仏
教
的
理
想
化
」
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
『法
華
験
記
』
〈源
雅
通
伝
〉
左
近
中
将
源
雅
通
、
右
小
弁
第
一
入
道
男
。
心
操
正
直
、
雖
離
諂
諛
、
被
牽
世
塵
、
多
作
悪
業
、
交
春
林
逍
遥
、
被
翫
狩
士
問
多
殺
山
蹄
。
望
秋
野
遊
戯
、
与
鷹
鶴
処
又
害
野
翅
。
尽
勤
王
忠
、
廻
治
国
術
、
邪
見
放
逸
、
不
求
自
致
、
身
施
光
華
、
心
着
栄
耀
、
煩
悩
悪
業
、
不
好
自
集
。
雖
作
多
罪
、
有
改
悔
勤
。
而
自
少
日
持
法
華
経
。
其
中
提
婆
晶
不
生
疑
惑
者
、
不
堕
地
獄
、
餓
鬼
畜
生
、
乃
至
蓮
華
化
生
之
文
、
為
朝
暮
ロ
実
。
(以
下
略
)
『釈
書
』
〈源
雅
通
伝
〉
羽
林
中
郎
将
林
中
郎
将
源
雅
通
、
性
好
畋
猟
、
動
随
鷹
犬
。
而
直
心
純
至
、
誦
法
法
華
経
提
婆
品
、
十
二
辺
。
常
以
浄
心
信
敬
、
不
生
疑
惑
者
、
不
堕
地
六
獄
、
餓
鬼
畜
生
、
乃
至
在
於
仏
前
蓮
華
化
生
之
句
、
為
口
実
。
(以
下
略
)
こ
の
〈源
雅
通
伝
〉
で
は
、
雅
通
の
生
前
の
「
邪
見
放
逸
」
た
る
所
業
に
つ
い
て
、
『法
華
験
記
』
、
『拾
遺
往
生
伝
』
と
も
に
「邪
見
放
逸
」
の
語
を
用
い
、
と
く
に
『法
華
験
記
』
で
は
具
体
的
に
そ
の
所
業
を
記
し
て
い
る
が
、
・『釈
書
』
で
は
「邪
見
放
逸
」
の
語
は
見
ら
れ
ず
、
雅
通
の
「直
心
」
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
引
用
部
分
に
は
な
い
が
、
「直
心
」
に
法
華
を
修
し
た
こ
と
が
、
雅
通
の
往
生
の
要
諦
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の
例
と
し
て
、
〈藤
原
義
孝
伝
〉
は
、
ほ
と
ん
ど
『日
本
極
楽
往
生
記
』
や
『法
華
験
記
』
と
同
内
容
だ
が
、
原
史
料
に
は
な
い
コ
咼
遠
覚
後
哀
嘆
。」
と
い
う
感
傷
的
な
一
文
が
、
伝
末
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
読
者
は
義
孝
と
高
遠
の
友
情
の
深
さ
を
、
よ
り
実
感
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
説
話
化
が
進
ん
だ
と
も
、
「仏
教
的
理
想
化
」
が
進
ん
だ
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「仏
教
的
理
想
化
傾
向
」
は
、
〈藤
原
仲
遠
伝
〉
、
〈紀
躬
高
伝
〉
、
〈橘
守
輔
伝
〉、
〈源
親
元
伝
〉
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
第
二
に
、
当
然
な
が
ら
平
安
期
往
生
伝
類
は
平
安
期
の
社
会
状
況
を
基
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
虎
関
の
生
き
た
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
社
会
状
況
に
適
合
す
る
よ
う
改
編
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
前
に
引
用
し
た
〈源
雅
通
伝
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「仏
教
的
理
想
化
傾
向
」
と
と
も
に
見
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
を
「時
代
適
合
化
傾
向
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
雅
通
の
没
後
、
藤
原
道
雅
は
、
雅
通
が
往
生
し
た
こ
と
を
信
じ
ず
、
た
ま
た
ま
六
波
羅
蜜
寺
の
講
を
聴
き
に
行
く
内
容
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
老
尼
の
夢
告
に
つ
い
て
の
述
懐
を
聞
き
、
雅
通
の
往
生
を
確
信
す
る
の
だ
が
、
そ
の
述
懐
を
聞
い
た
の
は
、
『法
華
験
記
』
、
『拾
遺
往
生
伝
』
と
も
に
「車
前
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『釈
書
』
で
は
、
道
雅
と
老
尼
は
同
じ
筵
に
坐
り
、
道
雅
は
講
の
始
ま
る
ま
で
寺
の
ひ
さ
し
の
下
で
休
ん
で
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
例
で
は
、
道
雅
が
老
尼
の
述
懐
を
聞
く
場
が
、
平
安
期
往
生
伝
類
の
「車
前
」
か
ら
、
鎌
倉
期
高
僧
伝
の
「憩
廡
下
」
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「時
代
適
合
化
」
の
例
で
あ
る
。
第
四
章
臨
終
の
奇
瑞
の
変
貌
宗
教
に
よ
る
救
済
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
出
家
・
在
家
と
往
生
・
不
往
生
に
は
、
密
接
な
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。
同
時
代
の
無
住
の
著
作
で
は
、
出
家
人
以
外
(
16
)
は
往
生
し
て
い
な
い
し
、
兼
好
も
『徒
然
草
』
で
往
生
の
た
め
に
出
家
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
虎
関
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
か
に
描
写
し
て
い
る
の
か
は
問
題
で
あ
る
。
ま
し
て
『釈
書
』
願
雑
科
の
各
伝
の
原
史
料
と
し
て
、
大
部
分
を
往
生
伝
類
に
求
め
て
い
た
と
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
筆
者
は
、
平
安
期
と
鎌
倉
期
の
奇
瑞
の
変
化
に
つ
い
て
、
再
度
、
次
の
よ
う
な
認
識
を
示
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
平
安
期
往
生
伝
類
に
お
け
る
奇
瑞
と
は
、
死
後
の
往
生
浄
土
の
確
証
を
意
味
す
る
、
異
香
・
紫
雲
・
天
楽
な
ど
の
、
一
種
の
神
秘
的
現
象
で
あ
る
。
鎌
倉
期
に
は
そ
の
描
写
が
広
義
に
、
か
つ
合
理
化
さ
れ
、
一
種
の
合
理
的
現
象
と
し
て
変
貌
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
ま
ず
「王
臣
篇
」
に
つ
い
て
、
こ
の
点
を
確
認
し
た
い
。
特
に
象
徴
的
な
の
は
〈
三
善
為
康
伝
〉
で
あ
る
。
双
方
に
暦
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
傍
線
部
で
確
認
で
き
る
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
部
分
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
平
安
期
往
生
伝
の
特
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
徴
で
あ
る
神
秘
的
現
象
の
重
視
か
ら
、
鎌
倉
期
高
僧
伝
の
特
徴
で
あ
る
合
理
的
描
写
へ
の
展
開
に
つ
い
て
比
較
し
よ
う
。
ま
た
『釈
書
』
の
波
線
部
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
『拾
遺
往
生
伝
』
序
承
徳
二
年
八
月
四
日
己
卯
暁
夢
。
巳
終
生
涯
、
将
入
死
路
。
修
最
後
十
念
、
ロ
バ在
此
一
時
。
故
揚
声
称
南
無
、
送
眼
望
、
暗
夜
自
破
、
光
明
忽
見
、
既
而
阿
弥
陀
如
来
、
丈
六
特
尊
、
穿
虚
空
之
色
、
現
真
金
之
膚
、
高
坐
蓮
台
上
、
徐
草
廬
前
、
舒
金
色
手
、
授
白
紙
書
。
予
敬
持
此
書
、
仰
瞻
尊
。
即
傍
之
人
告
日
「汝
命
根
未
尽
、
此
度
不
迎
。
爾
有
質
直
心
、
先
所
来
告
也
」
云
々
。
忽
兮
夢
覚
、
祝
兮
神
残
。
便
知
、
質
直
之
心
、
往
生
之
門
也
。
経
云
、
柔
和
質
直
者
、
即
皆
見
我
身
。
恐
此
之
謂
歟
。
但
夢
境
難
信
、
妄
想
誰
識
。
重
祈
冥
顕
。
欲
験
虚
実
。
爰
康
和
元
年
九
月
十
三
日
、
参
天
王
寺
、
修
念
仏
行
。
経
九
箇
日
、
満
百
万
遍
、
于
時
往
詣
金
堂
、
奉
礼
舎
利
、
即
祈
請
日
「吾
順
次
往
生
之
願
、
弥
陀
現
前
之
夢
、
倶
非
虚
妄
者
、
舎
利
併
可
出
現
。
若
不
然
者
、
勿
顕
現
。
救
世
観
音
、
護
世
四
王
、
太
子
聖
霊
、
護
法
青
竜
、
同
可
証
明
」
。
如
此
再
三
起
請
、
奉
写
舎
利
、
瑠
璃
嚢
裏
。
有
金
玉
声
。
予
合
掌
念
仏
、
寄
眼
見
之
、
舎
利
三
粒
、
依
数
出
現
。
予
歓
悦
之
涙
不
覚
而
下
。
随
喜
之
人
、
不
期
而
多
。
『釈
書
』
〈三
善
為
康
伝
〉
承
徳
元
年
以
来
、
毎
日
誦
金
剛
般
若
経
三
巻
。
乃
著
験
記
一
篇
。
康
和
元
年
以
来
、
絶
色
欲
修
念
仏
、
亦
著
拾
遺
往
生
伝
。
(中
略
)
保
延
五
年
六
月
七
『元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
考
察
(石
塚
薫
)
病
。
謂
左
右
者
日
「仲
秋
是
我
溘
焉
之
期
也
」
。
于
時
猶
子
行
康
問
日
「出
家
持
戒
、
浄
土
之
勝
業
乎
」。
対
日
「爾
也
有
之
堅
信
而
已
。
念
仏
功
成
、
不
必
出
家
。
十
即
十
生
、
百
即
百
生
。
(以
下
略
)
『拾
遺
往
生
伝
』
と
『後
拾
遺
往
生
伝
』
の
い
ず
れ
に
も
三
善
為
康
の
自
序
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
霊
験
、
と
く
に
為
康
自
身
が
舎
利
出
現
譚
を
記
し
て
い
る
。
と
く
に
原
文
と
し
て
挙
げ
た
『拾
遺
往
生
伝
』
序
で
は
、
三
善
為
康
自
身
が
、
阿
弥
陀
仏
と
、
お
そ
ら
く
脇
侍
尊
の
夢
告
を
、
第
三
者
に
喧
伝
す
る
ま
で
に
は
確
信
が
持
て
ず
、
天
王
寺
で
舎
利
が
出
現
し
た
事
実
に
至
っ
て
、
夢
告
の
信
憑
性
を
確
信
し
、
ま
た
自
身
も
第
三
者
も
舎
利
出
現
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
平
安
期
往
生
伝
類
で
も
、
あ
る
程
度
慎
重
に
、
神
秘
的
現
象
に
つ
い
て
、
確
証
.
客
観
性
を
求
め
て
い
る
と
言
え
る
。
-
し
か
し
、
『釈
書
』
〈三
善
為
康
伝
〉
で
は
舎
利
出
現
譚
を
含
む
霊
験
譚
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
平
安
期
往
生
伝
類
の
特
徴
で
あ
る
神
秘
的
現
象
は
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
数
量
念
仏
・
読
経
や
写
経
な
ど
、
現
世
で
の
合
理
的
行
為
に
つ
い
て
は
客
観
的
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
『釈
書
』
引
用
文
の
波
線
部
の
よ
う
に
、
「出
家
は
必
ず
し
も
往
生
の
必
須
条
件
で
は
な
い
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
前
述
の
無
住
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
往
生
の
必
須
条
件
と
し
て
出
家
が
必
要
に
な
る
の
だ
が
、
虎
関
は
そ
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
往
生
の
た
め
の
出
家
を
無
意
味
と
す
る
(
17
)
の
で
は
な
い
が
、
現
世
で
の
念
仏
が
最
重
要
で
、
往
生
の
た
め
の
出
家
は
不
必
須
　
あ
　
条
件
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「十
即
十
生
、
百
即
百
生
」
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
こ
に
『釈
書
』
の
、
原
史
料
を
引
用
す
る
際
の
概
念
規
定
、
す
な
わ
ち
「来
世
八
志
向
か
ら
現
世
志
向
へ
の
展
開
」
、
換
言
す
れ
ば
、
平
安
期
往
生
伝
類
に
と
っ
て
の
死
は
、
死
後
、
浄
土
へ
の
旅
立
ち
で
、
鎌
倉
期
高
僧
伝
で
は
、
死
は
現
世
の
し
め
く
く
り
と
い
う
、
死
に
対
す
る
と
ら
え
方
の
相
違
が
見
ら
れ
、
こ
れ
と
関
連
し
て
神
秘
的
現
象
か
ら
合
理
的
描
写
へ
の
変
貌
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
『釈
書
』
は
「合
理
的
描
写
」
の
み
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
平
安
期
往
生
伝
類
の
特
徴
で
あ
る
「神
秘
的
現
象
」
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
交
錯
・
複
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
じ
三
善
為
康
の
伝
を
、
原
史
料
で
あ
る
『本
朝
新
修
往
生
伝
』
と
比
較
し
て
み
よ
　　
O
『本
朝
新
修
往
生
伝
』
〈三
善
為
康
伝
〉
八
月
四
日
、
於
後
夜
分
、
捧
誓
願
文
、
向
西
気
絶
。
春
秋
九
十
一
。
懺
法
七
日
、
結
願
当
于
此
日
、
命
終
之
期
、
一
如
夢
想
。
没
後
三
箇
日
、
気
暖
如
平
生
、
身
体
有
薫
香
。
然
而
生
前
之
善
、
滅
後
之
瑞
。
豈
非
往
生
之
人
乎
。
『釈
書
』
〈三
善
為
康
伝
〉
八
月
四
日
後
夜
、
手
撃
願
文
、
向
西
而
卒
。
年
九
十
一
。
後
三
日
、
身
体
尚
暖
異
香
郁
然
。
こ
の
臨
終
の
部
分
に
つ
い
て
『釈
書
』
は
、
往
生
し
た
か
否
か
に
は
明
確
に
言
及
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
傍
線
部
の
平
安
期
往
生
伝
類
的
な
神
秘
的
現
象
、
す
な
わ
ち
往
生
の
奇
瑞
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
同
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『釈
書
』
は
、
平
安
期
往
生
伝
類
的
な
神
秘
的
現
象
を
全
く
排
除
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
特
徴
を
継
承
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
つ
ま
り
、
平
安
期
往
生
伝
類
と
全
く
異
な
っ
た
概
念
規
定
に
よ
っ
て
各
伝
を
伝
録
し
て
い
な
い
、
と
い
う
点
で
、
平
安
期
往
生
伝
類
の
余
韻
を
鎌
倉
期
高
僧
伝
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
結
論
づ
け
れ
ば
、
『釈
書
』
に
は
、
過
渡
期
的
交
錯
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
19
)
さ
て
、
王
臣
篇
全
二
七
伝
中
、
神
秘
的
な
臨
終
奇
瑞
譚
が
六
伝
で
二
七
%
、
合
理
(
20
)
(
21
)
的
な
往
生
譚
が
六
伝
で
同
じ
く
二
七
%
、
い
ず
れ
の
要
素
も
含
む
往
生
譚
が
三
伝
で
一
一
%
、
出
家
の
記
事
が
見
え
る
も
の
が
一
一
伝
で
四
一
%
弱
と
な
る
。
な
お
、
(2
)
こ
の
う
ち
往
生
伝
類
を
原
史
料
と
し
た
も
の
は
一
九
伝
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
平
安
期
往
生
伝
類
を
原
史
料
と
し
て
い
て
も
、
平
安
期
の
、
神
秘
的
現
象
で
あ
る
往
生
の
奇
瑞
譚
と
、
鎌
倉
期
の
合
理
的
往
生
譚
は
同
数
で
、
ま
た
前
述
の
〈三
善
為
康
伝
〉
の
よ
う
に
、
出
家
と
往
生
と
の
相
関
関
係
も
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
「士
庶
篇
」
に
移
っ
て
、
全
一
五
伝
中
、
明
ら
か
に
出
家
し
た
と
さ
れ
て
(
23
)
い
る
の
は
八
伝
で
、
五
三
%
強
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
〈玉
祖
惟
高
伝
〉
の
よ
う
に
、
原
史
料
に
出
家
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
『釈
書
』
で
は
省
か
れ
て
い
る
(
24
)
例
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
さ
ら
に
出
家
者
の
数
が
増
え
る
が
、
虎
関
は
原
史
料
の
出
家
譚
を
省
略
し
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
虎
関
が
出
家
を
往
生
の
要
諦
と
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
一
方
、
臨
終
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
〈仏
師
感
世
伝
〉
を
除
く
残
ゆ
の
一
四
伝
す
べ
て
で
、
九
三
%
強
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
伝
で
臨
終
の
あ
り
方
に
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
つ
い
て
虎
関
が
強
い
興
味
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
(
25
)
こ
の
一
四
伝
の
う
ち
、
往
生
の
奇
瑞
が
記
さ
れ
て
い
る
伝
は
一
〇
伝
で
七
一
%
に
の
ぼ
る
が
、
原
史
料
に
往
生
の
奇
瑞
が
あ
っ
て
も
、
『釈
書
』
で
は
そ
れ
を
簡
略
化
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
省
略
し
て
い
る
例
が
五
伝
あ
る
の
で
、
王
臣
編
と
同
様
、
虎
関
が
強
く
臨
終
の
奇
瑞
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
内
容
全
般
で
平
安
期
往
生
伝
類
的
な
神
秘
的
現
象
を
伝
録
し
て
い
る
伝
(
26
)
は
一
二
伝
あ
る
が
、
鎌
倉
期
高
僧
伝
的
な
合
理
的
描
写
を
し
て
い
る
も
の
が
三
伝
あ
り
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
合
理
的
、
現
世
志
向
、
生
き
ざ
ま
重
視
が
顕
著
な
の
は
、
〈沙
弥
西
音
伝
〉
で
あ
る
。
『釈
書
』
〈沙
弥
西
音
伝
〉
除
日
倩
人
与
一
緘
書
日
「朝
元
旦
、
子
摯
此
札
来
、
我
問
従
来
。
子
報
日
『極
楽
世
界
弥
陀
仏
宣
観
自
在
菩
薩
召
汝
。
是
省
箚
。』
。」
便
延
使
者
与
膳
財
。
毎
歳
如
是
。
常
謂
人
日
「世
言
、
元
日
多
忌
諱
、
其
語
必
中
。
我
毎
年
元
朝
承
弥
陀
詔
旨
、
于
今
未
死
何
乎
。
」
晩
歳
、
吉
祥
而
逝
。
ま
た
、
原
史
料
に
は
浄
土
教
的
な
源
信
の
臨
終
行
儀
、
具
体
的
に
は
善
知
識
を
招
い
た
り
五
色
の
幡
を
持
っ
た
臨
終
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
「士
庶
篇
」
で
は
そ
れ
が
省
か
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
〈下
野
敦
末
伝
〉
、
〈秦
武
元
伝
〉
、
〈清
原
信
俊
伝
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
虎
関
の
宗
派
性
に
起
因
す
る
か
、
ま
た
は
虎
関
個
人
の
資
質
で
あ
っ
た
か
は
さ
ら
に
検
討
の
余
地
は
あ
る
に
せ
よ
、
〈源
顕
基
伝
〉
や
〈
三
善
為
康
伝
〉
に
表
現
さ
れ
た
、
平
生
の
信
仰
が
こ
れ
を
規
定
す
る
臨
終
の
形
・
死
に
ざ
ま
が
、
九
『元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
考
察
(石
塚
薫
)
虎
関
の
関
心
の
対
象
で
あ
り
、
仏
教
的
理
想
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
「尼
女
篇
」
で
は
、
全
一
五
伝
中
、
出
家
し
た
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
一
〇
伝
で
六
七
%
弱
だ
が
、
出
家
し
な
く
と
も
往
生
し
た
、
ま
た
は
平
穏
な
死
を
(
27
)
迎
え
た
と
思
わ
れ
る
伝
も
四
伝
あ
る
の
で
、
こ
の
篇
で
も
虎
関
が
出
家
を
重
視
し
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
(28
)
広
義
の
臨
終
の
記
事
は
一
一
伝
で
七
三
%
に
の
ぼ
る
。
臨
終
の
記
事
の
な
い
も
の
は
〈善
信
尼
伝
〉
、
〈法
明
尼
伝
〉
、
〈都
藍
尼
伝
〉
、
〈光
明
皇
后
伝
〉
の
四
伝
だ
が
、
〈都
藍
尼
伝
〉
を
除
く
三
伝
は
、
日
本
仏
教
史
上
、
ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
伝
で
あ
り
、
〈都
藍
尼
伝
〉
と
て
も
日
本
仏
教
の
あ
る
一
面
の
性
格
を
述
べ
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
伝
で
あ
る
の
で
、
臨
終
の
記
事
が
な
く
と
も
そ
の
意
義
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
虎
関
が
少
な
く
と
も
臨
終
に
つ
い
て
関
心
を
(
29
)
持
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
三
点
目
の
往
生
の
奇
瑞
に
つ
い
て
、
臨
終
ま
た
は
死
後
に
平
安
期
往
生
伝
類
的
(
°
)
な
神
秘
現
象
が
あ
っ
た
と
す
る
伝
は
五
伝
で
、
全
体
の
三
三
%
強
、
臨
終
の
記
事
が
あ
る
伝
二
伝
を
母
数
と
す
る
と
、
四
五
%
に
な
る
。
一
方
、
鎌
倉
期
的
な
合
理
的
描
写
は
六
伝
で
五
十
五
%
弱
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
尼
女
篇
に
お
け
る
平
安
期
的
神
秘
現
象
の
特
徴
は
、
異
香
が
往
生
の
現
証
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
〈高
階
敦
遠
妻
伝
〉
、
〈藤
原
経
実
妻
伝
〉
、
〈妙
法
尼
伝
〉
の
三
伝
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
三
伝
と
も
そ
の
異
香
が
人
の
衣
に
ま
で
染
み
付
く
と
い
う
強
烈
な
強
さ
を
持
っ
て
い
る
。
虎
関
は
、
女
人
の
往
生
の
現
証
と
し
て
、
異
香
を
強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
〇
第
五
章
「
尼
女
篇
」
に
見
ら
れ
る
巫
女
性
前
述
以
外
に
、
こ
の
尼
女
篇
に
特
徴
的
に
表
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
巫
女
性
と
で
も
言
う
べ
き
要
素
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
第
一
の
〈善
信
尼
伝
〉
と
、
こ
れ
に
続
く
<法
明
尼
伝
〉
は
日
本
仏
教
史
上
欠
か
せ
な
い
、
言
わ
ば
黎
明
期
・
始
原
を
語
る
伝
で
あ
り
、
そ
の
事
蹟
そ
の
も
の
を
伝
録
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
降
の
〈都
藍
尼
伝
〉
以
下
、
す
べ
て
の
伝
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
生
前
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
仏
あ
る
い
は
神
や
天
部
の
如
き
、
仏
そ
の
も
の
、
ま
た
は
仏
法
を
守
護
す
る
存
在
、
つ
ま
り
、
冥
界
と
の
交
渉
や
関
連
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「王
臣
篇
」
や
「士
庶
篇
」
に
冥
界
と
の
交
渉
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
「尼
女
篇
」
で
は
ほ
と
ん
ど
の
伝
で
そ
れ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
尼
女
篇
一
五
伝
中
の
一
三
伝
は
、
顕
界
に
お
い
て
冥
界
と
交
渉
を
持
つ
と
い
う
(
M
>
巫
女
性
を
現
わ
し
、
何
か
し
ら
の
機
縁
を
受
け
、
〈都
藍
尼
伝
〉
を
除
く
各
伝
は
、
そ
の
巫
女
性
を
発
揮
し
た
後
で
臨
終
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
は
女
性
と
仏
教
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
た
場
合
、
今
後
考
え
る
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
大
隅
和
雄
は
「仏
教
を
信
奉
し
、
多
く
の
経
論
を
学
ん
だ
学
僧
た
ち
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
経
論
の
説
く
た
て
ま
え
を
受
け
容
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
農
耕
の
豊
か
な
み
の
り
を
性
の
礼
讃
に
よ
る
呪
術
的
な
儀
礼
で
確
保
し
よ
う
と
し
、
神
々
の
こ
と
ば
を
伝
え
る
巫
女
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
土
着
の
信
仰
の
中
で
、
仏
教
の
説
く
女
性
忌
避
の
教
え
が
、
何
の
抵
抗
も
な
く
受
け
容
れ
(
32
)
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
、
巫
女
性
の
重
要
性
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
。
第
六
章
来
世
志
向
か
ら
現
世
志
向
へ
の
展
開
そ
れ
で
は
、
虎
関
は
、
平
安
期
往
生
伝
類
か
ら
い
か
な
る
興
味
の
も
と
に
、
い
か
な
る
内
容
を
参
照
・
引
用
し
た
の
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は
往
生
を
確
証
す
る
臨
終
の
奇
瑞
に
興
味
・
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
、
平
生
の
生
き
ざ
ま
に
興
味
が
あ
り
、
こ
れ
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
意
図
が
看
取
で
き
る
。
し
か
し
往
生
の
奇
瑞
が
記
述
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
死
に
臨
ん
で
「奄
然
薨
」
な
ど
の
記
述
が
見
え
る
よ
う
に
、
虎
関
に
と
っ
て
は
、
取
り
乱
さ
ず
、
安
ら
か
な
臨
終
が
理
想
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
〈源
顕
基
伝
〉
で
あ
る
。
そ
の
伝
に
は
「晩
患
疽
。
良
医
乞
治
。
答
日
『我
聞
万
病
之
中
、
心
不
乱
而
赴
寂
者
唯
擁
而
已
。
我
適
患
之
、
何
其
幸
哉
。』
謝
医
念
仏
、
安
祥
薨
。」
と
あ
る
。
こ
の
後
の
賛
で
虎
関
は
、
「視
死
而
如
帰
者
、
吾
党
之
人
尚
鮮
矣
,
況
塵
中
乎
。
源
公
発
背
為
幸
。
平
居
所
養
、
見
於
此
。
賢
也
乎
哉
。
」
と
述
べ
、
修
行
を
積
ん
だ
僧
侶
で
す
ら
平
然
と
死
ね
る
者
は
少
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
平
安
期
往
生
伝
類
と
虎
関
の
決
定
的
な
相
違
点
で
、
虎
関
に
と
っ
て
神
秘
的
な
往
生
の
奇
瑞
も
重
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
重
要
だ
っ
た
の
は
、
現
世
で
の
具
体
的
な
信
仰
生
活
や
、
死
に
臨
ん
で
の
態
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
派
を
超
え
た
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
り
、
単
に
表
現
上
の
差
異
で
は
な
く
、
臨
終
の
宗
教
上
の
意
義
の
変
化
、
つ
ま
り
、
縷
々
述
べ
た
よ
う
に
、
来
世
志
向
か
ら
現
世
志
向
へ
の
変
貌
を
示
し
て
い
る
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
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)
こ
の
よ
う
に
、
「王
臣
篇
」
の
な
か
で
、
平
安
期
往
生
伝
類
を
原
史
料
と
す
る
一
九
伝
の
う
ち
、
「寂
然
」
あ
る
い
は
「奄
爾
」
と
し
て
「薨
」
じ
た
と
明
記
さ
(
M
)
れ
て
い
る
者
の
割
合
は
、
七
伝
で
三
七
%
弱
だ
が
、
「寂
然
」
あ
る
い
は
「奄
爾
」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
者
ま
で
数
え
る
(
34
)
と
、
一
六
伝
で
八
四
%
弱
に
の
ぼ
る
。
一
九
伝
の
う
ち
臨
終
の
状
況
を
記
述
し
て
(
35
)
い
な
い
伝
も
あ
る
か
ら
、
臨
終
の
状
況
を
記
述
し
た
伝
一
七
伝
を
母
数
と
す
る
と
、
「寂
然
」
あ
る
い
は
「奄
爾
」
と
し
て
「薨
」
じ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
者
の
割
合
は
四
一
%
強
で
、
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
者
を
含
め
た
割
合
は
、
じ
つ
に
九
四
%
強
に
の
ぼ
る
。
「士
庶
篇
」
で
、
同
じ
く
「寂
然
」
あ
る
い
は
「奄
爾
」
、
ま
た
同
じ
状
況
で
死
を
迎
え
た
伝
は
二
伝
し
か
な
く
、
あ
と
は
「端
坐
」
な
ど
の
表
現
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
臨
終
の
意
義
の
変
化
、
つ
ま
り
「来
世
志
向
か
ら
現
世
志
向
へ
の
変
貌
」
と
い
う
点
で
は
同
質
で
あ
る
。
「尼
女
篇
」
で
「奄
然
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
〈歓
子
皇
太
后
伝
〉
の
み
で
あ
る
が
、
他
の
伝
も
臨
終
の
意
味
上
の
変
化
と
い
う
点
で
は
同
質
で
あ
る
。
ま
た
、
臨
終
に
当
た
っ
て
、
用
語
と
し
て
「寂
然
」
あ
る
い
は
「奄
爾
」
が
使
わ
れ
て
い
る
者
は
、
比
較
的
身
分
の
高
い
層
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
小
論
の
「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
近
世
往
生
伝
に
な
る
と
、
比
較
的
身
分
の
低
い
も
の
ま
で
「寂
然
」
、
「奄
爾
」
、
「莞
爾
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
鎌
倉
・
室
町
期
高
僧
伝
は
、
こ
の
死
に
臨
ん
で
の
態
度
、
換
言
す
れ
ば
、
「寂
然
」
あ
る
い
は
「奄
爾
」
と
い
う
、
現
世
の
し
め
く
く
り
と
い
う
救
済
の
か
た
ち
が
、
文
章
表
現
上
で
は
い
ま
だ
一
般
化
し
て
お
ら
ず
、
用
語
と
し
て
は
高
位
の
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
時
期
だ
が
、
意
義
と
し
て
は
成
熟
し
つ
つ
あ
っ
一
一
『元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
考
察
(石
塚
薫
)
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
近
世
往
生
伝
に
お
け
る
救
済
の
か
た
ち
の
萌
芽
が
、
す
で
に
鎌
倉
期
高
僧
伝
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
小
論
の
縦
軸
の
一
部
で
あ
る
。
さ
ら
に
虎
関
の
往
生
観
は
、
前
に
引
用
し
た
〈三
善
為
康
伝
〉
の
部
分
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
世
の
修
行
に
よ
っ
て
臨
終
後
の
あ
り
方
が
決
ま
る
、
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
臨
終
後
の
か
た
ち
で
あ
る
往
生
は
、
あ
く
ま
で
現
世
の
信
仰
生
活
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
往
生
は
現
世
で
の
信
仰
生
活
に
呼
応
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
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)
そ
し
て
こ
の
態
度
は
、
法
然
の
「平
生
念
仏
」
の
理
念
に
通
ず
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
強
く
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
虎
関
は
『釈
書
』
音
芸
志
の
な
か
で
、
法
然
が
「専
念
之
宗
」
を
建
て
た
が
、
そ
の
末
流
は
愚
化
・
俗
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
源
信
に
と
っ
て
臨
終
正
念
は
往
生
の
必
須
条
件
で
、
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
正
念
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
来
迎
引
接
が
あ
る
た
め
往
生
で
き
(
37
)
る
の
だ
が
、
法
然
に
至
っ
て
は
平
生
念
仏
が
往
生
の
確
約
を
も
た
ら
す
の
で
あ
り
、
平
生
の
、
法
然
の
場
合
は
念
仏
六
万
遍
と
い
う
「平
生
の
生
き
ざ
ま
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
虎
関
は
臨
済
僧
だ
が
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
期
の
宗
教
指
導
者
の
共
通
点
と
し
て
、
「平
生
の
生
き
ざ
ま
」
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
、
超
宗
派
性
を
も
つ
鎌
倉
期
の
特
徴
と
み
な
せ
る
。
こ
れ
は
法
相
的
仏
法
観
と
双
璧
を
な
す
鎌
倉
期
の
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
の
点
が
小
論
の
、
こ
の
時
期
を
空
間
と
す
る
横
軸
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
現
世
の
信
仰
生
活
に
は
、
家
族
等
に
よ
る
追
善
供
養
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
例
は
〈平
実
親
伝
〉
に
見
ら
れ
る
。
「
我
雖
生
兜
卒
、
非
素
志
也
。
不
往
安
養
、
頗
背
夙
望
。
為
我
修
善
、
早
薦
超
昇
。
」
一
二
と
い
う
実
親
自
身
の
言
が
そ
れ
で
あ
る
。
む
す
び
に
か
え
て
小
論
で
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
一
人
の
エ
リ
ー
ト
臨
済
僧
が
、
日
本
仏
教
に
つ
い
て
抱
い
て
い
た
認
識
を
、
『釈
書
』
を
テ
ク
ス
ト
に
し
て
考
察
し
て
き
た
。
と
く
に
願
雑
科
と
い
う
非
高
僧
の
伝
の
集
成
を
取
り
上
げ
た
動
機
は
、
現
代
の
状
況
と
多
少
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ト
ラ
や
失
業
の
不
安
に
さ
ら
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
現
代
、
組
織
を
離
れ
て
人
は
ど
の
く
ら
い
そ
の
真
価
を
発
揮
で
き
、
「
生
き
た
」
と
い
う
実
感
を
得
ら
れ
る
の
か
。
現
代
は
価
値
観
が
極
め
て
短
い
周
期
で
変
動
し
、
人
は
そ
れ
に
翻
弄
さ
れ
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
人
は
な
に
か
自
身
の
真
価
を
発
揮
し
、
ま
た
安
心
し
て
信
じ
ら
れ
る
「不
変
」
な
る
も
の
を
求
め
て
い
る
。
虎
関
の
時
代
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
信
仰
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
を
実
践
し
、
お
の
れ
の
生
を
全
う
し
た
、
宗
派
な
ど
の
組
織
に
属
し
な
い
人
々
の
伝
は
、
先
人
の
心
強
い
証
し
で
あ
り
、
自
身
の
手
本
と
も
な
る
。
ま
た
、
「
平
生
の
生
き
ざ
ま
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
現
代
に
も
通
ず
る
心
の
支
え
、
一
種
の
救
済
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『釈
書
』
周
縁
部
の
人
々
の
信
仰
形
態
は
、
平
安
期
往
生
伝
類
の
参
照
・
引
用
が
多
い
と
い
う
事
実
か
ら
、
少
な
く
と
も
虎
関
は
自
身
の
宗
派
に
と
ら
わ
れ
ず
、
当
時
の
日
本
仏
教
を
鳥
瞰
し
た
場
合
、
浄
土
教
的
信
仰
形
態
が
日
本
仏
教
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
と
い
う
ICI識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
寂
然
」
あ
る
い
は
「
奄
爾
」
た
る
死
に
ざ
ま
に
つ
い
て
は
、
近
世
往
生
伝
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
問
題
と
し
た
い
。
〔注
〕
(1
)
石
上
善
應
著
『仏
教
の
歩
ん
だ
道
H
』
〈
日
本
人
の
仏
教
6
>
一
九
八
三
年
一
〇
月
東
京
書
籍
刊
(2
)
前
掲
書
八
三
頁
か
ら
八
四
頁
ま
で
。
(3
)
前
掲
書
八
四
頁
か
ら
八
五
頁
ま
で
。
(4
)
前
掲
書
一
四
五
頁
。
(5
)
前
掲
書
一
四
六
頁
。
(6
)
前
掲
書
一
四
八
頁
。
(7
)
『釈
書
』
と
そ
の
内
容
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。
大
隅
和
雄
「
『元
亨
釈
書
』
の
仏
法
観
」
(
「金
沢
文
庫
研
究
」
1
i七
1
巻
所
収
九
八
三
年
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
刊
)
、
大
隅
和
雄
「
『
元
亨
釈
書
』
と
神
祇
」
(「東
京
女
子
大
学
附
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
四
八
巻
所
収
一
九
八
七
年
同
研
究
所
刊
)
、
名
畑
崇
「
『
元
亨
釈
書
』
神
祇
観
序
説
」
(「
大
谷
大
学
研
究
年
報
」
第
四
八
巻
所
収
一
九
八
七
年
大
谷
学
会
刊
)
、
名
畑
崇
「
王
権
と
仏
教
l
l
『
元
亨
釈
書
』
の
内
容
と
構
成
i
」
(「
仏
教
史
学
研
究
」
第
三
二
巻
二
号
所
収
一
九
八
九
年
一
〇
月
仏
教
史
学
会
刊
)
、
石
川
力
山
「
元
亨
釈
書
」
(
「国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
五
一
巻
九
号
所
収
一
九
八
六
年
九
月
至
文
堂
刊
)
(
8
)
『釈
書
』
に
お
け
る
女
性
と
仏
教
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。
大
隈
和
雄
「女
性
と
仏
教
i
ー
高
僧
と
そ
の
母
l
l
」
(
「
史
論
」
第
三
六
巻
所
収
一
九
八
三
年
三
月
東
京
女
子
大
学
刊
)
大
隈
和
雄
「女
性
と
仏
教
ー
『元
亨
釈
書
』
の
尼
女
伝
に
つ
い
て
」
(「
歴
史
評
論
」
第
三
九
五
号
所
収
歴
史
科
学
協
議
会
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(
二
〇
〇
五
年
三
月
)
一
九
八
三
年
三
月
校
倉
書
房
刊
)
(9
)
『釈
書
』
の
典
拠
史
料
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。
禿
氏
祐
祥
「
元
亨
釈
書
の
素
材
と
法
華
験
記
」
(
「龍
谷
学
報
」
第
三
二
七
号
所
収
一
九
四
〇
年
三
月
龍
谷
学
会
刊
)
、
黒
川
訓
義
「
『
元
亨
釈
書
』
の
原
史
料
-
特
に
『扶
桑
略
記
』
に
つ
い
て
ー
1
」
(「
神
道
史
研
究
」
第
二
六
巻
(四
)
一
九
七
八
年
一
〇
月
神
道
史
学
会
刊
)
、
黒
川
訓
義
「法
華
験
記
と
元
亨
釈
書
と
の
関
係
」
(「
皇
學
館
論
叢
」
第
一
二
巻
(六
)
所
収
一
九
七
九
年
一
二
月
皇
學
館
大
学
入
文
学
会
刊
)
、
直
林
不
退
「
『
元
亨
釈
書
』
の
先
行
史
書
観
」
(「
竜
谷
史
壇
」
九
九
・
一
〇
〇
巻
所
収
一
九
九
二
年
一
一
月
龍
谷
大
学
史
学
会
刊
)
(
10
)
『釈
書
』
ま
た
は
虎
関
師
錬
の
思
想
・
文
学
等
に
関
す
る
研
究
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。
今
浜
通
隆
「
『元
亨
釈
書
』
に
み
る
芸
能
」
(
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
五
〇
巻
(六
)
所
収
一
九
八
五
年
五
月
至
文
堂
刊
)
、
福
島
俊
翁
著
『虎
関
』
(
一
九
四
〇
年
=
月
雄
山
閣
刊
)
、
北
村
沢
吉
著
『
五
山
文
学
史
稿
』
(
一
九
四
一
年
冨
山
房
刊
)
第
二
編
吉
野
期
第
一
章
、
市
川
浩
史
「虎
関
師
錬
の
思
想
」
(
「
日
本
思
想
史
学
」
第
一
九
号
所
収
一
九
九
三
年
九
月
日
本
思
想
史
学
会
刊
)
、
市
川
浩
史
「
『捨
て
ら
れ
た
』
国
・
日
本
」
(大
隈
和
雄
編
『中
世
の
仏
教
と
社
会
』
所
収
二
〇
〇
〇
年
七
月
吉
川
弘
文
館
刊
)
、
山
口
興
順
「
虎
関
師
錬
の
天
台
宗
観
」
(
「
天
台
学
報
」
第
三
七
巻
所
収
一
九
九
五
年
一
〇
月
天
台
学
会
刊
)
、
千
葉
正
「
虎
関
師
錬
に
お
け
る
密
教
理
解
」
(
「宗
学
研
究
」
第
三
八
号
一
九
九
六
年
三
月
駒
澤
大
学
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
刊
)
、
久
須
本
文
雄
「
虎
関
師
錬
の
儒
道
観
」
(
「禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
=
号
所
収
一
九
七
九
年
六
月
花
園
大
学
禅
文
化
研
究
所
刊
)
、
さ
さ
き
と
も
こ
「
虎
関
師
錬
の
詩
的
基
盤
」
(「
日
本
文
学
」
第
二
八
巻
(七
)
所
収
一
九
七
九
年
七
月
日
本
文
学
協
会
刊
)
、
久
須
本
文
雄
「
虎
関
師
錬
の
中
国
文
学
観
」
(「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
一
二
号
所
収
花
園
大
学
禅
文
化
研
究
所
刊
)
、
さ
さ
き
と
も
こ
「
『元
亨
釈
書
』
達
磨
伝
に
つ
い
て
」
(「
日
本
文
学
」
第
三
三
巻
(
一
二
)
所
収
一
九
八
四
年
一
二
月
日
本
文
学
協
会
刊
)
、
安
良
岡
康
作
一
三
『
元
亨
釈
書
』
に
関
す
る
一
、考
察
(石
塚
薫
)
「東
福
寺
の
学
問
の
伝
統
を
創
る
」
(
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
第
六
四
巻
(
一
〇
)
所
収
一
九
九
九
年
一
〇
月
至
文
堂
刊
)
、
下
問
一
頼
「
『
元
亨
釈
書
』
の
明
恵
伝
」
(
「
仏
教
史
研
究
」
第
三
八
巻
所
収
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
永
田
永
昌
堂
刊
)
、
祁
暁
明
「
日
本
詩
話
に
お
け
る
陶
淵
明
論
に
つ
い
て
l
I
虎
関
師
錬
の
陶
淵
明
批
判
l
i
」
(「大
阪
大
学
言
語
文
化
学
」
第
一
二
巻
二
〇
〇
三
年
大
阪
大
学
言
語
文
化
学
会
刊
)
(
1
)
筆
者
の
修
士
論
文
の
資
料
編
と
し
て
、
『釈
書
』
願
雑
科
の
う
ち
、
「古
徳
」
「
王
臣
」
「
士
庶
」
「
尼
女
」
の
西
篇
の
注
釈
を
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
佛
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
注
釈
を
進
め
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
筆
者
に
問
い
合
わ
せ
ら
れ
た
い
。
(
12
)
各
伝
に
複
数
の
原
史
料
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
参
照
し
た
も
の
と
し
た
。
つ
ま
り
、
一
伝
一
史
料
と
は
し
て
い
な
い
の
で
、
割
合
の
合
計
は
一
〇
〇
%
を
超
え
る
。
各
篇
に
つ
い
て
は
、
一
伝
一
史
料
と
し
た
の
で
、
割
合
の
合
計
は
一
〇
〇
%
と
な
る
。
(
13
)
ぞ
う
は
言
っ
て
も
、
範
を
中
国
の
史
書
に
と
っ
た
『釈
書
』
で
は
、
官
職
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
王
臣
篇
各
伝
は
、
そ
も
そ
も
官
職
な
し
で
は
王
臣
た
る
根
拠
が
示
せ
な
い
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
最
小
限
記
載
し
て
い
る
。
(
14
)
法
隆
寺
の
善
愃
の
告
訴
事
件
で
あ
る
。
岩
波
日
本
思
想
大
系
「
往
生
伝
法
華
験
記
」
『拾
遺
往
生
伝
』
三
六
八
頁
参
照
。
以
下
、
『釈
書
』
と
の
比
較
に
用
い
た
往
生
伝
類
は
、
す
べ
て
日
本
思
想
大
系
本
に
よ
る
。
(
15
)
『法
華
験
記
』
を
含
め
た
往
生
伝
類
を
原
史
料
と
し
て
い
な
い
も
の
は
、
〈
玉
祖
惟
高
伝
〉
(原
史
料
は
、
逸
文
『地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
、
『今
昔
物
語
集
』
一
七
巻
二
三
話
)
と
〈沙
弥
西
音
伝
〉
(原
史
料
不
明
)
の
二
伝
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
〈玉
祖
惟
高
伝
〉
の
原
史
料
は
お
そ
ら
く
『今
昔
物
語
集
』
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
逸
文
『地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
(『
覚
禅
抄
』
所
収
)
に
は
惟
高
の
没
年
の
記
載
が
な
い
の
に
対
し
、
『今
昔
物
語
集
』
、
『釈
書
』
と
も
に
惟
高
が
罹
病
し
た
年
月
を
長
徳
四
年
(九
九
八
)
一
四
四
月
と
し
て
お
り
、
そ
の
没
年
は
『地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
,『今
昔
物
語
集
』
、
『釈
書
』
と
も
に
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(16
)
例
え
ば
『沙
石
集
』
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
代
で
あ
る
無
住
と
虎
関
の
出
家
観
の
相
違
で
あ
り
、
興
味
深
い
問
題
だ
が
、
無
住
と
の
比
較
は
拙
論
の
主
旨
か
ら
逸
脱
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
(17
)
『釈
書
』
〈三
善
為
康
伝
〉
「
出
家
持
戒
、
浄
土
之
勝
業
乎
。
対
日
、
爾
也
有
之
、
堅
信
而
已
。
」
(18
)
こ
の
句
の
初
出
は
、
善
導
『
往
生
礼
賛
』
。
法
然
も
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
で
こ
の
句
を
用
い
て
い
る
。
(19
)
〈藤
原
義
孝
伝
〉
、
〈
高
階
真
人
伝
〉
、
〈橘
守
輔
伝
〉
、
〈
源
親
元
伝
〉
、
〈源
雅
通
伝
〉
、
〈藤
原
仲
遠
伝
〉
。
(20
)
〈清
和
天
皇
伝
〉
、
〈和
気
真
綱
伝
〉
、
〈藤
原
良
相
伝
〉
、
〈平
維
茂
伝
〉
、
〈射
水
親
元
伝
〉
、
〈平
時
範
伝
〉
。
(21
)
〈源
俊
房
伝
〉
、
〈藤
原
敦
光
伝
〉
、
〈紀
躬
高
伝
〉
。
(2
)
『釈
書
』
王
臣
篇
の
う
ち
、
〈聖
武
天
皇
伝
〉
、
〈
宇
多
天
皇
伝
〉
、
〈花
山
天
皇
伝
〉
、
〈蘇
我
稲
目
伝
〉
、
〈蘇
我
馬
子
伝
〉
、
〈
司
馬
達
等
伝
〉
、
〈藤
原
鎌
足
伝
〉
、
〈北
条
時
頼
伝
〉
の
八
伝
を
除
く
と
、
一
九
伝
と
な
る
。
(23
)
〈沙
弥
薬
延
伝
〉
、
〈比
丘
尋
寂
伝
〉
、
〈沙
弥
乗
蓮
伝
〉
、
〈藤
井
久
任
伝
〉
、
〈秦
武
元
伝
〉
、
〈願
西
法
師
伝
〉
、
〈沙
弥
修
覚
伝
〉
、
〈沙
弥
西
音
伝
〉
。
な
お
、
〈沙
弥
西
音
伝
〉
は
後
鳥
羽
上
皇
隠
岐
配
流
の
こ
ろ
の
人
物
と
思
わ
れ
る
の
で
、
平
安
期
往
生
伝
類
を
原
史
料
と
し
て
は
い
な
い
。
(24
)
〈源
伝
伝
〉
、
〈清
原
信
俊
伝
〉
、
〈
下
野
敦
末
伝
〉
も
、
原
史
料
で
は
出
家
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
『釈
書
』
で
は
出
家
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
(25
)
〈仏
師
感
世
伝
〉
を
除
く
一
四
伝
を
母
数
と
す
る
。
(26
)
〈藤
井
久
任
伝
〉
、
〈源
伝
伝
〉
、
〈沙
弥
西
音
伝
〉
。
(27
)
〈高
階
敦
遠
妻
伝
〉
、
〈藤
原
敦
光
女
伝
〉
、
〈藤
原
経
実
妻
伝
〉
、
〈藤
原
兼
澄
女
伝
〉
。
(28
)
蘇
生
譚
も
広
義
の
臨
終
の
記
事
に
含
め
た
。
(29
)
〈歓
子
皇
太
后
伝
〉
に
は
、
臨
終
行
儀
と
し
て
、
五
色
の
幡
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
五
色
の
幡
に
つ
い
て
、
尼
女
篇
中
の
他
の
伝
に
は
、
原
史
料
に
記
さ
れ
て
い
て
も
、
『釈
書
』
で
は
省
略
さ
れ
て
見
え
な
い
。
(30
)
〈歓
子
皇
太
后
伝
〉
、
〈高
階
敦
遠
妻
藤
氏
伝
〉
、
〈
藤
原
敦
光
女
伝
〉
、
〈
藤
原
経
実
妻
伝
〉
、
〈妙
法
尼
伝
〉
。
(31
)
顕
界
に
い
な
が
ら
に
し
て
冥
界
と
交
渉
を
持
つ
伝
と
、
自
身
が
冥
界
を
遍
歴
し
た
の
ち
顕
界
に
還
り
、
冥
界
を
意
識
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
平
生
の
信
仰
生
活
に
励
む
伝
に
二
分
で
き
る
。
特
に
後
者
の
伝
に
つ
い
て
、
な
ぜ
冥
界
遍
歴
の
あ
と
い
っ
そ
う
信
仰
生
活
に
励
む
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
池
見
澄
隆
『慙
愧
の
精
神
史
i
「も
う
ひ
と
つ
の
恥
」
の
構
造
と
展
開
ー
1
』
(
二
〇
〇
四
年
九
月
思
文
閣
出
版
刊
)
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
丗
頁
が
、
本
文
に
引
用
し
た
大
隈
和
雄
の
指
摘
と
あ
わ
せ
、
大
変
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
(
32
)
前
掲
大
隈
和
雄
「
女
性
と
仏
教
-
高
僧
と
そ
の
母
1
」
一
頁
。
(
3
)
〈
藤
原
良
相
伝
〉
、
〈源
顕
基
伝
〉
、
〈
平
維
茂
伝
〉
、
〈射
水
親
元
伝
〉
、
〈
橘
守
輔
伝
〉
、
〈平
時
範
伝
〉
、
〈源
俊
房
伝
〉
。
(
34
)
前
注
で
挙
げ
た
七
伝
に
、
〈清
和
天
皇
伝
〉
、
〈
和
気
真
綱
伝
〉
、
〈藤
原
義
孝
伝
〉
、
〈高
階
良
臣
伝
〉
、
〈
源
親
元
伝
〉
、
〈三
善
為
康
伝
〉
、
〈
藤
原
敦
光
伝
〉
、
〈藤
原
雅
通
伝
〉
、
〈
藤
原
仲
遠
伝
〉
の
九
伝
を
加
え
る
と
、
一
六
伝
と
な
る
。
な
お
、
〈
北
条
時
頼
伝
〉
も
こ
の
範
疇
に
入
る
が
、
平
安
期
往
生
伝
類
以
降
の
人
物
で
、
平
安
期
往
生
伝
を
原
史
料
と
し
て
い
な
い
の
で
、
あ
え
て
数
え
な
か
っ
た
。
(
35
)
〈蘇
我
稲
目
伝
〉
、
〈
司
馬
達
等
伝
〉
、
〈高
階
公
輔
伝
〉
、
〈紀
躬
高
伝
〉
の
四
伝
に
は
、
臨
終
の
記
述
が
な
い
。
こ
の
う
ち
平
安
期
往
生
伝
類
に
原
史
料
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
〈高
階
公
輔
伝
〉
、
〈紀
躬
高
伝
〉
の
二
伝
で
あ
る
。
(
36
)
法
然
は
、
例
え
ば
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
「
第
三
念
仏
往
生
本
願
篇
」
、
『
一
枚
起
請
文
』
、
『百
四
十
五
箇
条
問
答
』
第
十
八
条
、
『無
量
寿
経
釈
』
な
ど
で
、
繰
り
返
し
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
三
号
(二
〇
〇
五
年
三
月
)
「
平
生
念
仏
」
を
説
い
て
い
る
。
(
37
)
「尼
女
篇
」
中
、
〈如
蔵
尼
伝
〉
、
〈
藤
原
兼
澄
女
伝
〉
は
冥
界
遍
歴
譚
で
、
そ
こ
に
は
往
生
の
確
約
ら
し
き
要
素
を
含
み
、
ま
た
〈尼
釈
妙
伝
〉
は
阿
弥
陀
仏
の
夢
告
を
受
け
、
さ
ら
に
〈願
西
尼
伝
〉
で
は
観
音
菩
薩
の
摩
頂
で
、
往
生
の
確
約
を
得
て
い
る
。
摩
頂
は
、
伝
法
の
象
徴
と
言
え
る
。
詳
し
く
は
、
法
華
経
属
累
品
の
冒
頭
を
参
照
さ
れ
た
い
。
〔付
記
〕
小
論
は
、
平
成
十
六
年
一
月
に
提
出
し
た
修
士
論
文
を
基
に
、
再
検
討
お
よ
び
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
に
懇
切
な
る
ご
指
導
を
頂
い
た
池
見
澄
隆
教
授
、
な
ら
び
に
間
接
的
に
ご
指
導
を
頂
い
た
仏
教
文
化
専
攻
の
諸
先
生
方
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
(
い
し
つ
か
か
お
る
通
信
課
程
文
学
研
究
科
仏
教
文
化
専
攻
修
士
課
程
修
了
)
(指
導
"
池
見
澄
隆
教
授
)
二
〇
〇
四
年
十
月
十
五
日
受
理
一
五

